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一　
「
グ
リ
フ
ィ
ス
に
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」

　

グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
の
第
一
人
者
山
下
英
一
は
、
そ
う
語
っ
た
。
三
十
代
の
頃

よ
り
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
一
筋
で
グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
著
作（

１
）が

あ
り
、
若
越
郷

土
研
究
に
も
グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
グ
リ

フ
ィ
ス
の
八
十
四
歳
の
人
生
よ
り
は
長
生
き
し
た
い
と
常
々
語
っ
て
い
る
山
下

英
一
は
八
十
七
歳
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
年
齢
を
超
え
た
。
現
在
病
気
療
養
中
で
、

室
内
移
動
は
車
い
す
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
が
、
首
か
ら
上
は
一
点
の
曇
り
も

な
く
博
覧
強
記
、
該
博
な
学
者
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
初
期
に
福
井
藩
の
外
国
人
教
師
と
し
て
、
最
先
端
の
化
学
や
英
語

を
教
え
た
米
国
人
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
八
四
三
―
一
九
二
七
）
の
福
井
来
訪
百
五
十

年
を
記
念
し
た
特
別
展
『
グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
た
明
治
の
福
井
』
が
、
二
〇
二
一

年
三
月
よ
り
五
月
に
か
け
て
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
で
開
か
れ
た
。
特
別

展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
っ
て
一
年
ぶ
り
に
山
下
家
を
訪
問
し
た
際
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
先
生
は
語
り
始
め
た
。

　
「
一
九
二
六
（
昭
和
二
）
年
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
五
十
六
年
ぶ
り
に
福
井
を
訪
れ
ま

す
ね
。
若
き
日
の
教
え
子
の
吐
酔
（
今
川
吐
酔
）
に
も
再
会
し
、
各
地
で
講
演

会
を
し
て
、
三
秀
園
で
の
写
真
も
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
福
井
を
去
る
前
日
、
江

戸
町
の
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
宣
教
師
で

す
か
ら
、
そ
こ
を
調
べ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」「
福
井
の
人
は
、
宗
教
と
い
う
と

け
む
た
そ
う
に
す
る
け
れ
ど
グ
リ
フ
ィ
ス
理
解
に
キ
リ
ス
ト
教
は
か
か
せ
な
い
」

　

お
雇
い
（
オ
ヤ
ト
イ
）、
学
校
の
先
生
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
グ
リ
フ
ィ

ス
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
文
筆
活
動
と
牧
師
を
し
て
い
た
。
福
井
で
も
生
徒
と
共

に
マ
タ
イ
伝
の
読
書
会
を
し
て
い
た
こ
と
が
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
よ
り
わ
か
る
。

し
か
し
若
き
日
の
グ
リ
フ
ィ
ス
は
賢
明
で
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
は
西
洋
文
明
の

普
及
と
共
に
と
感
じ
て
い
た
が
、
福
井
は
浄
土
真
宗
の
仏
教
王
国
、
曹
洞
宗
の

本
山
永
平
寺
も
あ
り
、
教
師
と
し
て
の
活
動
を
優
先
さ
せ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が

福
井
に
残
し
た
足
跡
が
称
賛
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
色
を
き
わ
め
て
う
す
め
た
活

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

布
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Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

動
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
ホ
ー
ム

ズ
宣
教
師
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
ホ
ー
ム
ズ
宣
教

師
は
私
が
通
っ
た
栄
冠
幼
稚
園
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
特
別

に
訪
ね
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
　
　

二　
『
か
み
さ
ま
あ
り
が
と
う
』

　

栄
冠
幼
稚
園
の
七
十
五
周
年
記
念
誌
『
か
み
さ
ま
あ
り
が
と
う
』
に
よ
れ
ば
、

栄
冠
幼
稚
園
の
母
体
で
あ
る
日
本
基
督
教
団
神
明
教
会
は
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
ダ
ニ
エ
ル 

Ｒ
．
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
宣

教
師
が
来
福
し
開
設
し
た
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
福
井
講
義
所
を
始
ま
り
と
す
る
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
ま
で
福
井
に
派
遣
さ
れ

た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
妻
エ
ミ
ー
は
、
栄
冠
幼
稚
園
の
園
長
を
つ
と
め
た
。
当

時
の
福
井
で
は
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
日
本
語
で
神
の
教
え
を
説
く
白
髪
の
宣
教

師
と
し
て
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
有
名
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た

神
明
神
社
の
大
祭
で
は
、
神
社
近
く
に
あ
っ
た
婦
人
宣
教
師
館
の
前
で
、
お
祭

り
伝
道
と
称
し
て
、
讃
美
歌
を
う
た
い
道
行
く
人
に
路
上
伝
道
を
お
こ
な
っ
て

い
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
は
、
豊
富
な
資
金

と
優
秀
な
宣
教
師
や
幼
稚
園
教
師
を
北
陸
の
地
に
送
り
込
み
福
井
に
も
多
く
の

信
者
を
獲
得
し
た
。
記
念
誌
の
中
で
、山
口
和
克
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
開
国
直
後
か
ら
、
日
本
全
国
に
、
北
陸
の
町
に
到
る
ま
で
、
宣
教
師
を
派

遣
し
布
教
活
動
を
つ
づ
け
た
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
情
熱
に
は
、

全
く
敬
服
の
他
あ
り
ま
せ
ん
。（
略
）　

日
本
文
化
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
研
究

課
題
で
あ
る
と
お
も
い
ま
す
（
略
）　

記
録
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す（

２
）
」

と
述
べ
て
い
る
。
山
口
和
克
は
栄
冠
幼
稚
園
を
卒
園
さ
れ
東
大
医
学
部
卒
業
後

病
理
学
者
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

三　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
“Victoria E

ight

”の
一
人

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
（Charles Parsons H

olm
es

）
は
、
一
八
七
五
年
カ
ナ

ダ
生
ま
れ
で
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
来

日
し
た
。
東
京
・
静
岡
・
浜
松
に
て
伝
道
を
お
こ
な
い
、
一
九
一
四
年
よ
り

一
九
三
七
年
ま
で
福
井
で
伝
道
活
動
を
続
け
る
。
妻
は
エ
ミ
ー
（
栄
冠
幼
稚
園

や
丸
岡
の
緑
幼
稚
園
初
代
園
長
）、
子
ど
も
は
ル
ー
ス
・
エ
レ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
、

ジ
ョ
ン
の
一
女
二
男
の
三
人
で
あ
る
。
長
女
の
ル
ー
ス
・
エ
レ
ン
は
一
九
〇
七

年
に
静
岡
で
、
長
男
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
一
九
一
〇
年
に
福
井
で
、
次
男
の
ジ
ョ

ン
は
一
九
一
八
年
に
福
井
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ズ
は
一
九
〇
六
年
に
カ
ナ
ダ
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
を
卒
業
、
カ
ナ
ダ
・

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
よ
り
“Victoria Eight

”の
一
人
と
し
て
一
九
〇
六
年
十
一

月
中
国
・
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
派
遣
さ
れ
た
。
八
人
の
中
で
日
本
伝

道
に
携
わ
っ
た
の
は
ホ
ー
ム
ズ
一
人
で
あ
っ
た
。

　

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
ユ
ニ
オ
ン
駅
か
ら
、

　

“Hong-K
ong, Jah-ding, H

eart of Sz-Chuan, Chung-king, H
ankow

, 

China and Japan, W
u-Chang, Chentu, Y

ang-tse-kiang,　

V
ictoria! 

V
ictoria's M

issionary Gang !

”

　
〝
香
港
、
楽
山
、
四
川
の
都
、
成
都
、
漢
昌
、
シ
ナ
と
日
本
、
武
漢
、
成
都
、
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長
江
、
ビ
ク
ト
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
の
宣
教
師
団
！
〟
の
歌
と
共
に
八
名
が
海

外
伝
道
に
送
り
出
さ
れ
た
と
い
う
記
事
と
写
真
が
残
っ
て
い
る（

３
）。

　

一
九
三
七
年
七
月
に
起
こ
っ
た
日
支
事
変
が
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

国
際
情
勢
が
極
度
に
悪
化
し
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
本
部
か
ら
宣
教
師
の
引

き
上
げ
命
令
が
出
た
。
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
は
、
足
掛
け
二
十
四
年
福
井
で

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
尽
く
し
た
。
そ
の
他
敦
賀
、
大
野
、
勝
山
、
松
岡
、
丸

岡
、
金
津
、
三
国
等
で
福
音

伝
道
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

一
九
一
五
年
に
は
丸
岡
講

義
所
を
開
設
し
丸
岡
の
地

で
定
期
的
に
伝
道
集
会
を

持
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
は

武
生
伝
道
所
を
開
設
し
た（

４
）。

　
　
　

四　

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会　

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー

　

英
国
国
教
会
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
は
礼
拝
堂
の

中
だ
け
で
は
な
く
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
語
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々

に
も
た
ら
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。〝
世
界
は
わ
が
教
区
な
り
〟
と
い

う
ウ
ェ
ス
レ
ー
に
始
ま
る
「
伝
道
」
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
運
動
の
特
色
で
あ
り
、
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
伝
統
と
な
っ
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
は
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る

方
法
（
メ
ソ
ッ
ド
）
を
大
切
に
し
、
自
分
の
生
活
の
す
べ
て
が
神
の
た
め
に
役

立
つ
よ
う
に
多
く
の
規
律（
メ
ソ
ッ
ド
）を
さ
だ
め
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
に
は「
几

帳
面
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
特
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
は
都
会
よ
り
地
域

で
の
巡
回
伝
道
を
得
意
と
し
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
当
時
の
カ
ナ
ダ
は
、
大
部

分
が
大
英
帝
国
の
植
民
地
状
態
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
は
結

成
五
十
周
年
（
一
八
七
一
年
）
を
機
会
に
、
海
外
伝
道
特
に
日
本
や
中
国
へ
の

宣
教
を
は
じ
め
た
。当
時
香
港
は
大
英
帝
国
の
統
治
下
で
、ま
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー

か
ら
香
港
へ
は
定
期
汽
船
が
走
っ
て
お
り
大
英
帝
国
の
大
切
な
航
路
の
一
つ
で

ホームズ宣教師一家　（一九二二年頃と一九二八年頃か）
妻エミー　次男ジョン　ホームズ宣教師　長男チャーリー　長女ルース・エレン

ホームズ宣教師（一九〇六年）
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Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
ら
“Victoria Eight

”の
人
々
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
発
横

浜
経
由
の
香
港
行
き
の
“The Em

peror of China

”号
に
て
横
浜
に
到
着
し

て
い
る
。
北
陸
三
県
は
、
特
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
中
心
と
な
っ
た

伝
道
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
　

五　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
日
本
観
、
仏
教
観

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
、
次
の
よ
う
に
来
日
後
の
感
想
を
の
べ
て
い
る
。

　
「
新
し
い
民
主
主
義
の
流
れ
が
お
こ
り
つ
つ
あ
る
。
道
行
く
人
々
は
考
え
る

こ
と
を
始
め
て
お
り
、思
慮
深
い
人
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

一
年
半
前
、
大
隈
重
信
伯
は
、
新
し
い
天
皇
の
御
代
は
、
時
代
の
転
換
期
と
な

り
民
主
主
義
の
発
展
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
話
し
て
い
る
」

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
、
仏
教
に
対
し
て
よ
り
寛
大
な
態
度
の
表
し
方
を
追
求

し
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
代
に
彼
が
書
い
た
『
今
日
の
日
本
へ
の
伝
言
』
に
よ

れ
ば
、
宣
教
師
の
仏
教
信
者
に
対
す
る
態
度
は
、
も
っ
と
彼
ら
の
仏
教
信
仰
を

そ
こ
な
う
こ
と
な
く
そ
の
信
仰
に
も
共
感
を
示
す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。
キ
リ

ス
ト
教
が
説
く
教
理
は
す
べ
て
仏
教
の
聖
典
に
も
み
ら
れ
、
仏
教
で
は
神
に
対

し
て
別
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
て
、
贖
罪
こ
そ
な
い
も
の
の
神
の
生
ま
れ
変
わ

り
や
三
位
一
体
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
説
く
教
義
に
似
た
も
の
は
す
べ
て
内

包
し
て
い
る
。
贖
罪
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
仏
教
よ
り
も
優

れ
て
い
る
宗
教
と
主
張
す
る
の
は
す
こ
し
単
純
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
キ
リ

ス
ト
教
の
優
位
は
東
洋
と
西
洋
の
違
い
を
超
え
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
信
者

か
ら
の
難
し
い
質
問
に
直
面
す
る
宣
教
師
た
ち
に
は
西
洋
文
明
の
優
位
性
を

も
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
性
を
説
く
の
は
適
切
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

多
く
の
宣
教
師
た
ち
の
中
に
は
仏
教
に
対
し
て
明
ら
か
な
敵
対
心
を
抱
く
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た（

５
）。

　

神
明
教
会
の
活
動
の
中
で
ホ
ー
ム
ズ
が
印
象
深
い
出
来
事
と
し
て
比
較
宗
教

の
研
究
講
座
の
開
催
を
あ
げ
て
い
る
。
平
田
平
三
（
青
山
学
院
大
学
理
事
長
）

と
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
婦
人
宣
教
師
と
し
て

来
日
、戦
前
に
日
本
人
に
帰
化
し
て
終
生
富
山
で
幼
稚
園
運
営
に
か
か
わ
っ
た
）

が
講
師
で
一
週
間
開
催
さ
れ
多
く
の
僧
侶
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

六　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
福
井
で
の
活
動

　

サ
ビ
ー
に
よ
る
『
日
本
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
展
開
』（
メ

ソ
ジ
ス
ト
五
十
周
年
記
念
）
一
九
二
三
年
発
刊（

６
）の

な
か
に
伝
道
地
の
一
つ
と
し

て
福
井
の
記
載
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ズ
の
活
動
の
一
部
が
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
要
約
し
て
記
載
す
る
。

　
〝
福
井
は
、
徳
川
時
代
親
藩
と
し
て
松
平
家
が
代
々
納
め
て
い
た
。

一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
の
際
に
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
来
て
お
り
、
福
井
で
の
経

験
も
ふ
ま
え
て
『T

he M
ikados Em

pire 

（
皇
国
）』
が
書
か
れ
た
。
福
井
の

人
は
、
松
平
家
の
御
代
の
影
響
か
分
別
の
あ
る
人
が
多
い
。
富
山
の
人
ほ
ど
不

愛
想
で
は
な
く
、
荒
っ
ぽ
く
も
な
い
、
福
井
の
人
は
抜
け
目
が
な
く
て
賢
く
商

才
が
あ
る
。
現
在
福
井
に
は
来
福
七
年
目
の
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
が
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
伝
道
を
展
開
中
で
あ
る
。

　

仏
教
信
者
の
中
に
は
、
浄
土
真
宗
の
お
経
を
毎
日
唱
え
て
い
る
も
の
の
、
意
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味
の
あ
る
文
で
は
な
く
、
何
を
と
な
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が

多
い
。
身
内
が
死
ん
で
も
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
お
経
を
と
な
え
ら
れ
て
あ
り

が
た
が
る
だ
け
で
は
、
死
ん
だ
人
は
本
当
に
幸
せ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
聖
書

に
は
神
に
対
し
て
の
明
確
な
教
え
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
よ
く
理
解
で
き

る
と
い
う
若
い
学
生
は
多
い
と
い
う
。
ま
た
日
本
の
人
々
は
偶
像
崇
拝
を
重
ん

じ
る
こ
と
が
多
く
、
仏
教
徒
の
中
に
は
奇
跡
の
水
と
い
う
も
の
を
信
じ
、
自
分

の
痛
い
と
こ
ろ
と
同
じ
と
こ
ろ
を
さ
す
っ
て
病
抜
け
を
仏
に
祈
願
す
る
信
仰
も

根
強
く
、
本
物
の
教
育
が
い
き
と
ど
い
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
地
で

の
伝
道
を
一
番
困
難
に
し
て
い
る
の
は
浄
土
真
宗
の
隆
盛
に
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
だ
っ
た
禅
宗
が
、
蓮
如
に
よ
っ
て
浄
土
真
宗
が
優
勢

に
な
っ
て
い
っ
た
歴
史
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が
多
く
の
人
に
福
音
を
と
ど
け

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。〟

　

火
事
で
神
明
教
会
が
焼
失
し
た
際
に
は
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ゾ
ジ
ス
ト
教
会
本
部

や
信
者
よ
り
の
浄
財
を
あ
つ
め
新
教
会
の
建
立
を
お
こ
な
っ
た
。ホ
ー
ム
ズ
は
、

「
福
井
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
は
、
そ
の
会
員
に
有
力
な
市
民
を
も
ち
そ
の
立
場
に

お
い
て
各
々
キ
リ
ス
ト
の
よ
き
証
人
と
し
て
御
用
に
あ
た
り
ま
わ
り
の
人
々
に

よ
き
感
化
を
与
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
す
ま
す
福
音
伝
道
に
つ
い
て
各
自
心
を

用
い
祈
り
を
常
に
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
福
音
伝
道
は
教
会
存
立
の
核
心
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
な
く
し
て
教
会
存
在
の
意
義
は
な
い
」
と
の
べ
て
い
る（

７
）。

　
　
　

七　

斎
藤
静
と
阿
部
倹
司

　

斎
藤
静
は
福
井
中
学
の
英
語
教
員
で
グ
リ
フ
イ
ス
来
福
の
際
、
通
訳
を
し
て

い
る
。
阿
部
倹
司
は
大
正
末
よ
り
福
井
中
学
、
そ
の
後
武
生
中
学
の
教
師
を
し

て
お
り
、
英
語
教
師
の
斎
藤
静
の
一
番
若
い
弟
子
で
も
あ
っ
て
、
ホ
ー
ム
ズ
と

も
親
交
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
の
文
章
の
翻
訳
も
阿
部
は
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

阿
部
倹
司
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
る
が
多
く
の
詩
を
残
し
て
い
る
。
彼
の
死

後
七
十
五
年
を
機
に
彼
の
詩
集
『
死
と
生
の
あ
い
だ
で
』
が
発
行
さ
れ
序
文
を

山
下
英
一
が
記
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
と
阿
部
の
交
友
を
次
の
よ
う
にホームズ夫妻（一九三〇年）

悩,.英，ぶfl・fttl lul 
内紺 安晟Ill 1人11/: 成,'i N• ll 
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田　

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。「
市
内
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
外
国
人
宣
教
師
と
神
に
つ
い
て

語
り
、
詩
を
書
い
て
生
き
が
い
と
し
た（
８
）。」〝
現
代
思
想
よ
り
見
た
る
神
―
神
に

対
す
る
科
学
的
接
近
〟
と
い
う
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
話
を
阿
部
倹
司
が
日
本
語

訳
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
と
、福
井
中
学
英
語
科
教
員
と
の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

福
井
中
学
の
授
業
に
も
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
参
加
し
て
い
た（

９
）。

　
　
　

八　

福
井
新
聞
に
見
る
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
活
動　

　

信
者
の
子
供
た
ち
か
ら
父
親
の
飲
酒
の
相
談
を
よ
く
受
け
、
ホ
ー
ム
ズ
宣
教

師
は
福
井
新
聞
で
数
回
に
わ
た
っ
て
禁
酒
の
す
す
め
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

て
い
る（

（（
（

。
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
が
幼
稚
園
教
育
の
中
で
禁
酒
を
子
供
に
教
え
る
こ
と

と
連
動
し
て
、市
民
に
は
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
が
禁
酒
運
動
の
普
及
に
尽
力
し
た
。

禁
酒
問
題
研
究
会
の
発
足
と
酒
の
害
を
科
学
的
に
訴
え
る
説
明
は
、
教
会
内
部

を
超
え
た
市
民
・
県
民
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ

宣
教
師
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
着
任
以
来
、
自
身
の
子
ど
も
を
通
じ
て

市
民
と
親
し
む
機
会
も
多
く
、
新
聞
に
連
載
を
依
頼
さ
れ
る
ほ
ど
に
周
知
さ
れ

て
い
た
。
福
井
着
任
十
一
年
目
の
一
九
二
五
（
大
正
十
五
）
年
十
二
月
十
九
日

に
は
、「
吹
雪
の
夜 

南
國
の
話
」
と
の
見
出
し
で
、
十
七
日
夜
に
ホ
ー
ム
ズ
邸

で
二
十
一
名
が
参
加
し
た
火
曜
倶
楽
部
が
開
か
れ
た
こ
と
、
翌
年
の
二
月
で
発

足
一
周
年
に
な
る
こ
と
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
國
際
連
盟
と
ク
リ
ス

マ
ス
」（
十
二
月
二
十
三
日
）
と
題
す
る
記
事
も
福
井
新
聞
に
は
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
再
訪
が
決
ま
っ
た
頃
に
は「
心
の
異
端
に
就
て
」と「
神

を
知
る
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
五
回
の
連
続
記
事
が
福
井
新
聞
の
表
紙
一
面
に
連
日

掲
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　
　

九　

“Friendship

”（
友
誼
ま
た
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）

　

ホ
ー
ム
ズ
ら
が
主
催
し
て
い
る
火
曜
倶
楽
部
へ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
訪
問
は
、
最

初
か
ら
福
井
市
の
滞
在
計
画
に
は
い
っ
て
い
た（

（（
（

。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
ホ
ー
ム
ズ
宣

教
師
と
何
を
は
な
し
た
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
七
（
昭

和
二
）
年
四
月
二
十
八
日
午
後
四
時
五
十
分
、
江
戸
町
の
ホ
ー
ム
ズ
宅
に
到
着

し
、
火
曜
倶
楽
部
有
志
主
催
の
夕
食
会
に
出
席
し
た
。
火
曜
倶
楽
部
と
は
社
会

生
活
の
向
上
と
改
善
の
た
め
の
会
で
芸
者
は
入
っ
て
な
か
っ
た
、
午
後
七
時
半

よ
り
同
所
で
開
か
れ
た
お
茶
会
に
臨
み
、
午
後
八
時
宿
舎
で
あ
る
名
和
屋
旅
館

に
も
ど
っ
て
い
る（

（（
（

。
五
十
年
以
上
前
の
若
き
日
に
す
ご
し
た
福
井
が
、
こ
れ
ほ

ど
温
か
く
自
分
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
上

に
も
神
の
ご
加
護
が
あ
り
福
井
で
の
福
音
伝
道
に
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
激
励
さ

れ
た
こ
と
と
お
も
う
。

　

そ
も
そ
も
異
国
の
地
に
う
ま
れ
、
違
う
言
葉
を
話
す
国
に
や
っ
て
き
て
キ
リ

ス
ト
の
福
音
伝
道
に
人
生
の
大
半
を
さ
さ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
？　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
来
た
の
は
、
教
え
子
の
日
下
部

太
郎
の
ふ
る
さ
と
、「
井
戸
の
中
に
福
が
あ
る
」
場
所
と
し
て
日
下
部
よ
り
紹

介
さ
れ
た
福
井
を
見
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　

　

一
方
、
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
ど
う
か
、
違
う
言
葉
・
違
う
外
見
・
違
う
風
習

で
は
あ
る
が
、
人
間
同
士
か
な
ら
ず
わ
か
り
あ
え
る
は
ず
だ
と
い
う
ゆ
る
ぎ
な
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い
確
信
が
な
け
れ
ば
そ
う
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
山
下
英
一
に
よ
れ
ば
、
グ

リ
フ
ィ
ス
は
、
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の
い
うFriendship

（
山
下
は
友
誼
と

い
う
訳
を
あ
て
て
い
る
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
っ
て
も
い
い
の
だ
と
語
っ
て

い
る
）
が
な
に
よ
り
人
間
理
解
に
は
大
事
で
あ
っ
て
、
友
誼
を
ふ
か
め
れ
ば
戦

争
と
い
う
こ
と
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。
実
際
、
当
時
の
福
井
新
聞
よ

り
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
で
の
演
説
の
一
部
を
引
用
す
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
世
界

の
大
勢
を
論
じ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
本
は
東
亜
に
お
け
る
覇

者
と
し
て
立
ち
ア
メ
リ
カ
は
欧
州
列
強
の
首
班
と
し
て
太
平
洋
の
彼
方
に
隆
盛

を
見
る
事
と
信
ず
る
東
西
両
国
が
太
平
洋
を
真
ん
中
に
し
て
一
層
の
親
善
を
図

る
こ
と
は
世
界
平
和
の
上
に
幾
多
の
貢
献
を
す
る
事
と
思
わ
れ
る（

（（
（

」
グ
リ
フ
ィ

ス
は
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
考
え
で
各
地
を
講
演
し
、Friendship

の
大
切
さ
を
説
い
て
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い
は
、
当
然
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師

の
中
に
も
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
　

十　

�

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
息
子（
ジ
ョ
ン 

ホ
ー
ム
ズ
）の
福
井
の
印
象

　

ホ
ー
ム
ズ
一
家
の
子
供
は
三
人
い
て
長
女
ル
ー
ス
・
エ
レ
ン
、長
男
の
チ
ャ
ー

リ
ー
、
次
男
の
ジ
ョ
ン
が
い
た
。
ジ
ョ
ン
は
一
九
一
八
年
福
井
で
生
ま
れ
、
カ

ナ
ダ
の
学
校
へ
い
く
一
九
三
六
年
ま
で
福
井
で
そ
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
は
両
親
が

四
十
歳
代
を
過
ぎ
て
か
ら
の
子
で
あ
り
、
ま
た
福
井
は
安
全
な
場
所
で
あ
っ
た

た
め
、
姉
兄
と
違
い
自
由
に
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
宣
教
師

宅
の
調
理
人
を
し
て
い
た
穴
田
に
は
ジ
ョ
ン
と
同
じ
日
生
ま
れ
の
子
供
の
茂
が

お
り
、ジ
ョ
ン
と
茂
は
双
子
の
よ
う
に
育
っ
て
自
由
な
幼
年
時
代
を
す
ご
し
た
。

周
り
に
は
、
家
族
以
外
に
西
洋
人
の
子
供
は
お
ら
ず
、
幼
少
時
代
ジ
ョ
ン
は
不

思
議
に
思
っ
て
い
た
。
ど
う
し
て
自
分
は
、
ほ
か
の
子
供
た
ち
と
見
た
目
が
違

う
の
か
？
友
達
と
も
自
由
に
日
本
語
（
福
井
弁
）
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
彼
は
、

よ
く
質
問
を
う
け
た
。「
君
の
眼
が
青
い
の
は
病
気
な
の
？
」「
目
は
青
い
け
れ

ど
、
心
の
魂
の
眼
の
色
は
、
み
ん
な
と
お
な
じ
黒
色
さ
」
と
答
え
て
い
た
。
魂

に
目
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
早
く
質
問
を
終
わ
ら
せ
た
い
気
持
ち
で

ジ
ョ
ン
は
答
え
て
い
た
。

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
家
族
が
住
ん
だ
宣
教
師
館
は
と
て
も
広
か
っ
た
の
で
子
供

二
人
の
か
く
れ
ん
ぼ
の
遊
び
場
と
な
っ
た
。
父
の
勉
強
室
は
立
ち
入
り
禁
止
で

あ
っ
た
が
、
と
き
ど
き
入
る
こ
と
は
あ
っ
て
い
つ
も
カ
ビ
が
生
え
て
据
え
た
に

お
い
の
す
る
革
製
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
説
教
集
を
前
に
思
索
に
ふ
け
る

父
の
姿
を
覚
え
て
い
る（

（（
（

。

　
〝
宣
教
師
の
子
供
た
ち
は
、
宣
教
師
の
親
ほ
ど
文
化
的
な
孤
立
を
感
じ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
外
国
人
の
子
供
の
な
か
に
は
、
自
分

の
存
在
に
戸
惑
う
感
受
性
を
持
つ
者
も
い
た
。
ジ
ョ
ン
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

宣
教
の
大
意
を
胸
に
来
日
す
る
宣
教
師
と
違
っ
て
、
宣
教
師
の
子
供
は
異
国
で

生
ま
れ
た
こ
と
と
異
国
か
ら
の
受
け
入
れ
に
戸
惑
い
や
す
い
。
宣
教
師
の
親
た

ち
は
家
の
中
で
は
子
供
に
西
洋
式
の
生
活
を
教
え
込
む
も
の
で
あ
る
が
、
家
を

一
歩
出
れ
ば
そ
こ
は
日
本
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
日
本
で
育
っ
て
お
り
家
の
外

の
環
境
に
十
分
対
応
し
て
い
た
。
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
文
化
の
違
い
に
直
面
す

る
宣
教
師
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
伝
道
を
通
じ
て
西
洋
の
伝
統
的
な
価
値

観
を
伝
え
よ
う
と
し
、
宣
教
師
の
子
供
は
見
た
目
が
違
う
と
い
う
明
快
な
違
い

に
よ
り
社
会
的
な
障
壁
に
直
面
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。〟
ま
さ
に
ジ
ョ
ン
は
福
井
生
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Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

ま
れ
の
福
井
育
ち
で
、
カ
ナ
ダ
に
い
っ
て
か
ら
も
、
日
本
語
を
話
し
英
語
が
あ

ま
り
上
手
じ
ゃ
な
い
自
分
と
い
う
存
在
、
ど
こ
に
も
な
じ
め
な
い
自
分
に
気
づ

い
て
い
る
。
ま
た
皆
か
ら
す
ば
ら
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た
広
大
な
カ
ナ
ダ
の
風

景
を
見
て
も
、
皆
が
お
い
し
い
と
い
う
カ
ナ
ダ
の
料
理
に
も
違
和
感
を
覚
え
、

遠
い
日
本
や
福
井
に
つ
い
つ
い
思
い
を
は
せ
る
自
分
に
戸
惑
い
を
覚
え
る
人
生

で
あ
っ
た
。

　
　
　

十
一　

ジ
ョ
ン
の
親
友　

穴
田
茂

　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
再
訪
で
訴
え
た
海
外
と
の
友
誼
を
大
切
に
す
る
道
を
国

家
は
選
ば
ず
、
ま
た
日
本
滞
在
三
十
一
年
の
う
ち
福
井
で
二
十
四
年
の
長
き
に

わ
た
り
福
音
伝
道
に
従
事
し
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
、
戦
争
の
足
音
が
近
づ
き

帰
国
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
は
カ
ナ
ダ
に
行
き
、
双
子
の
よ
う
に
育
っ

た
穴
田
茂
は
徴
兵
に
よ
り
戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
穴
田
茂
は
、
日
華

事
変
の
際
に
兵
長
と
し
て
出
兵
し
北
支
で
一
九
四
〇
年
九
月
に
二
十
三
歳
で
戦

死
し
て
い
る（

（（
（

。双
子
の
よ
う
に
育
っ
た
二
人
が
、ふ
た
た
び
会
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　
　
　

十
二　

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
の
出
来
事
（
福
井
新
聞
よ
り（

（（
（

）

　

一
九
七
八
年
四
月
十
八
日
の
福
井
新
聞
に
次
の
記
事
が
載
っ
た
。
福
井
市
宝

永
上
町
九
十
六
番
地
の
洋
館
で
生
ま
れ
た
ジ
ョ
ン
．Ｗ
．ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
（98 

Flore D
rive, Scarborough, O

ntario州
, CA

N
A

D
A

）
よ
り
福
井
新
聞
社

に
手
紙
が
と
ど
い
た
。
父
親
は
宣
教
師
の
Ｃ
．Ｐ
．ホ
ー
ム
ズ
で
あ
る
。
戦
争

が
始
ま
る
ま
で
福
井
市
で
生
ま
れ
育
ち
暮
ら
し
た
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
よ

り
、「
私
は
六
十
歳
を
超
え
、
も
う
日
本
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今

で
は
生
ま
れ
育
っ
た
福
井
や
北
陸
の
こ
と
を
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
思
い
出
し
て
懐

か
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
る
で
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
土
地
へ
の
、
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
の
よ
う
で
す
」
と
の
便
り
が
届
い
た
。
福
井
で
受
け
た
好
意
や
共
に
過
ご
し

た
同
級
生
た
ち
と
話
が
し
た
い
と
の
手
紙
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
四
月
二
十
六
日

の
福
井
新
聞
は
、
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
か
ら
の
手
紙
に
反
響
続
々
と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
。「
父
の
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
は
日
本
語
が
う
ま
く
厳
格
な
人
で
あ
っ
た
。

当
時
の
教
会
は
一
種
の
文
化
的
サ
ロ
ン
で
、
宣
教
師
の
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
は
バ
イ

オ
リ
ン
を
弾
き
、
教
会
に
は
オ
ル
ガ
ン
も
幻
灯
機
も
あ
っ
た
。
旧
制
福
井
中
学

の
学
生
が
集
ま
っ
て
サ
ン
サ
ー
ス
・
シ
ョ
パ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
レ
コ
ー
ド

を
聴
い
た
り
本
を
読
み
あ
っ
た
り
し
て
い
た
。「
金
と
人
格
は
一
致
し
な
い
」

と
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
常
々
語
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
四
月
三
十
日
の
読
者
の

声
に
は
、
宝
永
光
山
写
真
館
の
光
山
香
至
さ
ん
が
、『
懐
か
し
い
ホ
ー
ム
ズ
さ

ん
』
と
し
て
便
り
を
よ
せ
て
い
る
。「
異
郷
の
人
が
福
井
へ
訪
れ
た
時
は
で
き

る
だ
け
素
朴
で
温
か
み
の
あ
る
親
切
で
迎
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
故
郷

と
い
う
も
の
は
何
年
た
っ
て
も
い
い
も
の
で
あ
り
わ
れ
わ
れ
人
間
は
い
つ
ま
で

も
故
郷
を
愛
し
忘
れ
な
い
で
い
た
い
も
の
だ
。」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
五

月
二
十
七
日
の
新
聞
で
は
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
か
ら
福
井
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
と

の
喜
び
の
国
際
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。「
日
本
語
は
話
せ
な
い

が
、
日
本
人
の
心
を
今
も
懐
か
し
く
思
う
。
思
い
出
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
ま
た

便
り
を
出
し
た
い
」
と
ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。
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十
三　

福
井
の
人
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

　

私
の
家
は
、
浄
土
真
宗
の
檀
家
を
し
て
お
り
、
家
で
商
売
も
し
て
お
り
店
に

は
神
棚
も
あ
っ
た
。
幼
稚
園
は
キ
リ
ス
ト
教
の
栄
冠
幼
稚
園
で
、
だ
れ
も
が
み

な
「
神
の
子
」
で
す
と
い
わ
れ
育
っ
た
。
毎
朝
仏
壇
に
ご
飯
を
お
供
え
す
る
の

は
私
の
役
目
だ
っ
た
し
、
神
棚
の
榊
も
お
手
伝
い
で
定
期
的
に
買
い
に
い
っ
て
い

た
。
ご
飯
粒
を
残
そ
う
も
の
な
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
米
一
粒
の
中
に
は
十
二

の
神
様
が
い
る
、
ば
ち
が
当
た
る
と
説
教
さ
れ
た
。
晩
年
ま
す
ま
す
信
心
深
く

な
っ
て
い
っ
た
祖
母
は
、「
か
み
さ
ま
・
ほ
と
け
さ
ま
・
ご
せ
ん
ぞ
さ
ま
、
か
み

さ
ま
・
ほ
と
け
さ
ま
・
ご
せ
ん
ぞ
さ
ま
、
今
日
も
お
み
ま
も
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
ち
こ
ち
に
お
祈
り
し
て
い
た
。
そ
れ
を
み
て
い

た
私
は
、
神
様
は
た
く
さ
ん
い
て
ど
こ
に
も
（
お
米
の
中
に
も
）
い
る
も
の
だ
と

お
も
っ
て
い
た
。
幼
稚
園
の
神
様
も
数
多
く
の
神
様
の
一
つ
と
思
っ
て
い
た
。

　

日
本
の
開
国
と
と
も
に
、
異
教
徒
の
国
に
真
の
教
え
を
伝
え
た
い
と
世
界
中

か
ら
宣
教
師
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
北
陸
三
県
は
、カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
主
と
し
て
伝
道
に
入
り
仏
教
王
国
の
中
で
、布
教
を
始
め
て
い
っ
た
。

当
時
の
志
が
う
ま
く
開
花
す
る
こ
と
な
く
対
外
環
境
の
悪
化
と
と
も
に
引
き
上

げ
の
判
断
を
し
、ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
は
一
九
三
七
年
に
カ
ナ
ダ
に
帰
国
し
、

栄
冠
幼
稚
園
の
園
長
ラ
イ
ア
ン
女
史
ら
の
一
九
四
一
年
の
帰
国
を
最
後
に
福
井

で
の
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
は
終
了
し
た
。
昭
和
十

年
代
に
教
会
関
係
者
が
う
け
た
妨
害
や
迫
害
に
つ
い
て
栄
冠
幼
稚
園
の
赤
阪
英

夫
元
牧
師
が
記
録
を
残
し
て
お
り
、
福
井
の
人
は
ど
ん
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い

た
か
ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
か
再
度
胸
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　
〝
御
別
れ
の
御
挨
拶

　

�　

私
共
は
此
度
国
際
情
勢
が
平
静
に
復
帰
し
ま
す
ま
で
、
暫
く
帰
国
致
す
こ

と
決
定
致
し
ま
し
て
長
く
住
み
な
れ
ま
し
た
日
本
と
御
別
れ
致
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
私
共
は
福
井
に
於
い
て
皆
様
か
ら
受
け
ま
し
た
御

親
切
と
御
友
情
と
を
思
い
ま
す
時　

去
り
ゆ
く
心
は
感
謝
と
悲
し
み
と
を
感

福井新聞　一九四一年（昭和 16）年３月 17日
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Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
二
年
に
訪
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
に
つ
い
て

じ
ま
す
、
そ
し
て
私
共
は
誠
心
か
ら
、
日
本
の
国
の
幸
と
福
井
に
在
る
愛
す

る
皆
様
方
の
上
に
神
の
御
祝
福
の
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の
で
御
座
い
ま
す

　

私
共
は
遠
く
御
別
れ
致
し
ま
し
て
も
、
日
本
を
愛
す
る
心
と
皆
様
と
の
友

情
は
決
し
て
忘
れ
る
者
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
、
そ
し
て
一
日
も
早
く
再
び
皆

様
に
お
目
に
か
か
れ
る
様
に
哀
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す（

（（
（

〟　

　

こ
れ
は
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
三
月
に
福
井
よ
り
カ
ナ
ダ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

最
後
の
帰
国
者
と
な
っ
た
ラ
イ
ア
ン
女
史
ら
が
、
福
井
新
聞
に
よ
せ
た
別
れ
の

あ
い
さ
つ
文
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
も
同
じ
思
い
を
抱
い
て
の
帰
国
で

あ
っ
た
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
後
ラ
イ
ア
ン
女
史
が
来
日
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

多
く
の
カ
ナ
ダ
の
人
た
ち
が
福
井
を
愛
し
伝
道
と
教
育
の
た
め
に
祈
り
つ
く

し
て
く
れ
た
事
実
が
あ
る
。
戦
争
は
多
く
の
人
の
人
生
を
か
え
た
が
戦
争
の
記

憶
は
遠
く
な
り
、
ま
し
て
戦
前
の
大
正
か
ら
の
昭
和
に
か
け
て
二
十
四
年
間
福

井
で
福
音
伝
道
を
続
け
た
Ｃ
．Ｐ
．ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
一
家
の
こ
と
を
思
い
出

す
人
は
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
や
子
供
の
ジ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
、
福
井
は
忘
れ
が
た
い
土

地
で
あ
り
ま
た
故
郷
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ズ
一
家
を
、
温
か
く
迎
え
た

当
時
の
福
井
の
人
々
の
優
し
い
気
持
ち
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ

と
と
感
じ
る
。
福
井
で
若
き
日
を
過
ご
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の
そ
の
後
の
人
生
は
、

日
本
の
本
当
の
姿
を
世
界
に
誤
解
な
く
伝
え
る
こ
と
に
あ
て
ら
れ
た
。グ
リ
フ
ィ

ス
や
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
の
人
生
を
通
し
た
行
動
は
、
た
と
え
宗
派
は
違
え
ど
も

と
て
も
立
派
で
し
っ
か
り
と
し
た
揺
る
ぎ
の
な
い
信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　

十
四　

�

ホ
ー
ム
ズ
さ
ん
の
白
髪
と
笑
顔
は
、
福
井
の
人
々
の
記
憶

か
ら
永
遠
に
消
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う

　

JA
PA

N
 CH

RIST
IA

N
 Y

EA
R BO

O
K

で
の
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
訃
報
の

日
本
語
訳
を
あ
げ
て
終
わ
り
と
す
る（

（（
（

。

　
〝
チ
ャ
ー
リ
ー　

パ
ー
ソ
ン
ズ　

ホ
ー
ム
ズ

　

神
学
博
士
で
あ
り
文
学
士
で
も
あ
る
ホ
ー
ム
ズ
宣
教
師
は
、
一
八
七
五
年

十
二
月
二
十
五
日
カ
ナ
ダ
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
生
ま
れ
、

賜
暇
休
暇
中
の
一
九
三
八
年
月
七
月
六
日
ト
ロ
ン
ト
に
て
生
涯
を
終
え
た
。

　

伝
道
活
動
四
年
間
の
の
ち
ト
ロ
ン
ト
と
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
で
学
び
、
ト
ロ
ン

ト
大
学
で
は
美
学
、
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
で
は
神
学
を
お
さ
め
卒
業
し
た
。
彼
は

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
よ
り
日
本
で
の
宣
教
を
託
さ
れ
、
一
九
〇
六
年

十
二
月
十
日
に
東
京
に
到
着
し
た
。
短
期
間
日
本
語
を
学
ん
だ
後
、
静
岡
に
一

年
そ
の
後
賜
暇
休
暇
の
一
九
一
三
年
ま
で
浜
松
で
宣
教
し
た
。
一
九
一
四
年
に

日
本
に
も
ど
っ
て
か
ら
は
、
福
井
で
伝
道
活
動
は
二
十
三
年
（
マ
マ
）
の
長
き

に
わ
た
っ
た
。

　

十
四
歳
の
時
に
紛
う
こ
と
の
な
い
神
の
啓
示
を
受
け
、
そ
の
経
験
が
彼
の
伝

道
活
動
の
起
点
と
な
っ
た
。

　

彼
は
ま
さ
に
伝
道
者
そ
の
も
の
で
、
カ
ナ
ダ
の
二
か
所
の
巡
回
伝
道
で
は
、

聖
霊
の
大
い
な
る
普
及
に
つ
と
め
、
実
に
多
く
の
人
の
心
を
打
ち
、
信
者
を
増

す
な
ど
め
ざ
ま
し
い
実
績
を
あ
げ
た
。
彼
の
人
々
の
心
に
働
き
か
け
る
伝
道
の

熱
心
さ
は
、
浜
松
や
福
井
で
牧
師
を
見
出
す
活
動
や
普
通
の
労
働
者
へ
の
伝
道

活
動
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
伝
道
を
目
に
し
た
人
は
皆
、〝
町
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六
十
六
巻
二
号

中
で
あ
っ
て
も
田
舎
で
あ
っ
て
も
熱
意
を
込
め
て
伝
道
し
、
周
到
な
準
備
を
怠

る
こ
と
な
く
特
に
未
開
の
地
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
人
の
心
を
開
く
た
め
に
苦

労
を
お
し
ま
な
か
っ
た
〟
彼
の
姿
を
見
て
い
る
。
彼
の
人
生
は
伝
道
者
と
し
て

人
生
で
あ
っ
た
が
、
学
問
を
す
る
人
で
も
あ
っ
た
。
福
井
の
学
校
で
使
用
し
て

い
る
倫
理
に
関
す
る
多
く
の
本
を
読
み
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
仏
教
に
つ
い
て

の
理
解
に
も
力
を
そ
そ
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
回
り
の
人
の
理
解
を
深
め
て

い
っ
た
。
一
連
の
仕
事
は
、
ハ
リ
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
あ
る
パ
イ
ン
ヒ
ル
大
学
に
認

め
ら
れ
、
神
学
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、（
別
称　

道

徳
再
武
装
運
動
）
に
も
共
感
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
で
は
、
人
生
を
変
え

る
き
っ
か
け
と
い
う
も
の
は
、
若
き
日
の
啓
示
と
お
な
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
形
式
と
方
法
が
違
っ
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
教
会
の
中
に
次
な
る
種
が
育
っ

て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
し
、
彼
の
仕
事
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
か
ら
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。

　

彼
に
は
周
り
に
い

る
誰
と
も
す
ぐ
仲
良

く
な
れ
る
才
能
が
あ

り
、
多
く
の
人
に
愛

さ
れ
た
。
た
え
ず
相

手
に
気
配
り
を
し

て
、
無
理
な
要
求
は

せ
ず
、
援
助
も
い
と

わ
ず
、
敵
を
許
し
、

決
し
て
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
旅
行
の
時
は
い
つ
も
三
等
車
を
使
い
、
多
く

の
人
と
か
か
わ
り
を
持
と
う
と
し
た
。
彼
は
福
井
の
地
に
大
い
な
る
種
ま
き
を

お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
大
い
な
る
恵
み
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ホ
ー

ム
ズ
さ
ん
の
白
髪
と
笑
顔
は
、
福
井
の
人
々
の
記
憶
か
ら
永
遠
に
消
え
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。〟
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